
 

 

 

 

今週の月曜日に「いじめ防止集会」がありました。いじめ防止の年間指導計画の中で、５月はいじめ防止強調

月間であり、その総まとめとして、ちょっと時期は遅くなったのですが、この集会を体育館に集まる形で行いま

した。 

秋間小学校の「いじめ防止基本方針」に、いじめの未然防止のための具体的な取組の一つとして、「児童の主

体性の育成」を挙げました。今回の集会では、６年生一人一人が全校児童の前で、「秋間小学校をいじめのない

学校にするために自分はどうしたいか」についての考えを語りました。自分の考えを人前で述べるのは、主体的

な行動の第一歩です。意義深い集会であったと思います。 

６年生児童は、「自分は絶対にいじめをしない」「悪口などいじめをしている人がいたら注意する」など、いじ

めをしないことはもちろん、いじめをさせない、みのがさない、許さない態度についても宣言していて立派でし

た。また、「相手の気持ちを想像して」という言葉がとても優しく温かい言葉として心に残りました。 

子供たちには、相手の気持ちを想像するとともに、まず、自分の言葉や行動を自分に対して厳しく振り返れる

ようになってほしいです。残念なことに私自身もそうですが、見えたり聞こえたりする他者の言動にはとても敏

感であるのに、一番肝心な自分の言動には鈍感になってしまう場合がよくあるからです。 

皆がまず自分のことを振り返れば、「１いじめをしない 

２いじめをさせない ３いじめをみのがさない ４いじめ

をゆるさない ５いじめにまけない」の合い言葉通りの、

いじめ０の学校が実現すると思います。 
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校庭がすっきり！PTA 除草ボランティア 

 ６月１１日（土）朝の８時２０分から９時３０分まで、PTAボ

ランティアによる校庭の除草作業がありました。今回は、刈払機

による作業でしたので、機械をお持ちの男性中心の参加となりま

した。教職員も含め総勢１９名ほどで作業しました。幸い、暑す

ぎず、前日までの雨も上がっていて、天候的にはベストな作業日

となりました。 

 雑草には、子供たちの大好きな昆虫たちもいますが、毛虫など

の害虫もたくさんいます。これから水泳の指導も始まりますので、

安全な環境を整えてくださったこの PTA 活動に、本当に感謝し

ています。 

  



 

今回は、私が突撃訪問したのではなく、１年生が校長室に訪問してくれたことをお伝えします。 

入学からもう２ヶ月が過ぎ、１年生の子供たちも「学校」という場所に、すっかり慣れた様子ですが、校長室

訪問は、ちょっと緊張していたようで、入り方や質問の仕方をたくさん練習しての来訪でした。 

「失礼します」「はい。どなたですか」「１年１組の○○○○です。お話を聞いてもいいですか」「いいですよ」

というやりとりから始まって、１班につき、７人の児童から質問を受けました。 

１ どんなお仕事をしていますか  ２ とくにすきな仕事はなんですか ３ どんな食べ物が好きですか 

４ どんなのみもの（「色」の班もあり）が好きですか ５ どんな本がすきですか 

６ 何をしているときが楽しいですか ７ 一年生にしてほしいことはなんですか 

なかなか、きちんとした言葉づかいで、しっかりとインタビューできました。「好きな本は・・・」という質 

問に「『ぐりとぐら』が好きです。あのホットケーキみたいなのがおいしそうなので。」と答えたときは、どの班

も「ああ！あのカステラでしょ！わたしも（ぼくも）すきだよ」と大盛り上がりでした。 

 自分が小学１年生の時、校長先生というのは、たまに朝礼台の上でお話する偉い先生で、校長室に行っておし

ゃべりするなんて考えたこともなかったです。時代は変わり、あの頃の校長先生のような威厳はない自分ですが、

その分子供たちに親しみやすい校長でありたいと思っています。  

 

  

久しぶりのリコーダー講習会 

感染レベルが１となり、感染拡大中はできなかった様々なことが今少しずつできるようになっています。

学校で教材を購入している文化教材社さんのご紹介で、全日本器楽指導協会の岡田智子先生を講師にお迎

えし、３，４年のリコーダー講習会を実施しました。 

リコーダーの学習は３年生で始まるのですが、昨年度、新型コロナウイルスの感染拡大のせいで実施をあ

きらめた４年生も参加して、広々とした体育館で講習を受けました。 

実は今年の５年生が３年生の時もチャンスを見て講習会はありま 

したが、そのときは子供たちが音を出すことはできませんでした。今 

回は、子供たちも吹いてみることができ、とても勉強になったと思い 

ます。 

講習の中で、先生がいろいろな音域のリコーダーを使って、シュー 

ベルトの「鱒」やベートーヴェンの第九、ジブリシリーズなどを吹い 

てくださいました。生演奏を聴くこともよい学びになったのではない 

かと思います。 

 


